
　
飯
能
か
ら
の
通
勤
は
、
始
発
か
ら

で
楽
と
は
い
え
か
な
り
時
間
が
か
か

り
ま
す
よ
ね
。
都
心
に
出
て
、
し
か

も
乗
り
換
え
る
と
い
う
、
通
勤
長
時

間
は
い
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。
飯
能

市
で
は
、
地
元
で
の
産
業
振
興
で
対

策
を
し
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
改
革

に
つ
な
が
っ
た
と
は
言
え
な
い
、
こ

れ
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
実
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　
飯
能
市
内
へ
の
産
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
単
純
に
企
業
が
郊
外
に
立
地
と
い

う
時
代
は
完
全
に
終
わ
り
、
物
流
拠
点

の
移
動
も
圏
央
道
バ
ブ
ル
が
収
束
、
今

は
震
災
対
応
で
の
情
報
通
信
企
業
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
設
置
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
新
規

サ
ー
バ
が
増
え
て
い
く
の
で
、
固
定
資

産
税
の
額
も
比
例
し
て
増
加
、
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
は
す
で
に

進
ん
で
お
り
、
東
京
で
も
多
摩
の
郊

外
に
こ
う
し
た
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が

数
多
く
設
置
さ
れ
て
お
り
、
飯
能
市

や
沿
線
自
治
体
の
災
害
対
応
力
と

い
っ
た
安
全
面
か
ら
の
企
業
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
、
囲
い
込
み
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
飯
能
市
や
近
隣
自
治
体
で
多
々

誘
致
が
進
め
ば
、
設
備
投
資
に
よ
る

地
元
土
木
建
設
業
へ
の
波
及
効
果
、

情
報
通
信
裾
野
分
野
の
企
業
が
事
業

所
を
設
け
る
可
能
性
も
出
て
、
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
福
祉
分
野
の
施
設
整
備
の
誘
致
も
、

法
人
市
民
税
に
と
ど
ま
ら
ず
、
雇
用

創
出
効
果
が
あ
り
ま
す
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
と
、
当
然

な
が
ら
介
護
保
険
の
支
出
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
都
心
で
の
土

地
不
足
、
単
価
高
騰
に
よ
る
施
設
設

置
困
難
に
よ
り
、
待
機
し
て
地
域
密

着
型
施
設
の
入
居
を
求
め
る
方
と
、

遠
地
で
も
早
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

と
こ
ろ
に
と
い
う
、
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
が
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
待
機
高
齢
者
が
膨
大
な
杉

並
区
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
区
外
や
都

外
に
自
治
体
間
連
携
で
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
多
く
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
豊
島
区
は
秩
父
市
へ
施
設
設
置
を

予
定
、
秩
父
市
も
誘
致
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
他
県
で
も
先
行
事
例
と
し

て
、
シ
ェ
ア
金
沢
や
ゆ
い
ま
〜
る
那
須

と
い
っ
た
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
東
京
都
内
や
さ
い
た
ま
市
近
郊
自

治
体
と
の
協
議
で
、
都
外
や
市
外
の

協
力
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
設
け

る
こ
と
は
、
飯
能
市
事
業
所
増
に
向

け
て
検
討
に
値
す
る
と
思
い
ま
す
。

協
力
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
費
用

に
つ
い
て
も
転
出
す
る
自
治
体
で
の

住
所
地
特
例
が
あ
り
、
日
本
版 

Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
（
高
齢
者
の
移
住
促
進
）
構
想

は
非
常
に
重
要
で
す
。

　
観
光
面
で
の
進
行
な
ら
ば
、
飯
能

市
単
独
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
国

内
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
で
の
知
名
度

の
点
で
短
期
で
の
効
果
は
難
し
い
と

こ
ろ
。
例
え
ば
外
環
道
、
圏
央
道
、

西
武
線
等
の
沿
線
自
治
体
で
、
１
泊

で
き
る
地
域
観
光
資
源
の
メ
ニ
ュ
ー

化
を
進
め
、
回
遊
で
き
る
と
い
う
、

旅
行
会
社
が
国
内
外
の
ツ
ア
ー
と
し

て
取
り
上
げ
る
よ
う
な
、
提
案
力
が

重
要
で
す
。
近
隣
自
治
体
と
連
携
し

た
、
民
間
旅
行
会
社
へ
の
提
案
を
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
海
外
観
光
客

が
事
前
に
読
む
本
や
ｗ
ｅ
ｂ
で
案
内

を
し
、
大
使
館
へ
の
協
力
依
頼
も
必

要
で
し
ょ
う
。
入
間
基
地
に
観
光
客

が
成
田
や
羽
田
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー
で

き
る
よ
う
一
部
貸
与
な
ど
特
区
で
許

可
し
て
も
ら
え
た
ら
、
可
能
性
は
格

段
に
広
が
り
ま
す
。

　
国
家
戦
略
特
区
を
使
い
、
宿
泊
施

設
以
外
で
も
泊
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
、

旅
客
人
数
の
母
数
を
増
や
す
こ
と
も

必
要
で
、
お
客
が
増
え
れ
ば
既
存
施

設
に
も
宿
泊
増
と
な
り
、
地
域
全
体

が
潤
い
ま
す
。
地
元
土
建
業
へ
の
波

及
効
果
、
情
報
通
信
分
野
の
裾
野
企

業
が
事
業
所
の
開
設
に
よ
り
、
雇
用

創
出
、
法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税

の
増
を
狙
っ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で

す
ね
。

　
飯
能
市
の
公
教
育
に
つ
い
て
は
、

改
善
を
要
す
る
点
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
数
年
で
は
、
小
学
校
臨
時
教
員
が

酒
気
帯
び
運
転
で
事
故
、
教
員
免
許

失
効
。
所
沢
市
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

入
れ
替
わ
り
出
場
に
よ
る
失
格
処
分

と
、
教
員
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
他
の
自

治
体
で
も
、
覚
せ
い
剤
使
用
、
児
童

へ
の
わ
い
せ
つ
行
為
で
逮
捕
さ
れ
る

な
ど
、
人
事
権
の
あ
る
埼
玉
県
お
よ

び
現
場
の
飯
能
市
は
し
っ
か
り
対
応

す
る
べ
き
だ
と
、
以
前
教
員
だ
っ
た

私
は
指
摘
し
ま
す
。

　
教
員
の
資
質
向
上
は
、
公
務
員
で

あ
る
と
い
う
身
分
保
障
に
伴
う
限
界

は
あ
る
に
せ
よ
、
対
策
は
あ
り
ま
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
中
で
、
今
年
の

担
任
は
あ
た
り
だ
、
は
ず
れ
だ
…
と

い
う
こ
と
が
出
ま
す
。
こ
の
原
因
の

一
つ
は
、
学
校
を
選
べ
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
ブ
ロ
ッ
ク

単
位
で
学
校
を
選
べ
る
よ
う
に
す
れ

ば
、
選
ば
れ
る
よ
う
に
学
校
そ
れ
ぞ

飯
能
に
必
要
な
改
革
の
提
案
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
飯
能
市
川
寺
５
８
３
ー
７
　
坂
井
え
つ
こ
宛

　
　
　
　
０
５
０
ー
５
２
４
１
ー
５
６
６
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　http://sa

ka
ietsuko.net

　
　info@

sa
ka
ietsuko.net

坂井えつこ
プロフィール
神戸市生まれ／かに座／ AB 型
龍谷大学哲学科　卒業
フィットネス・スタジオ経営
元女子高校教師・元ラジオパーソナリティ
著書：『女性スタッフの人間関係に困ったら読む本』
小池百合子政経塾 1 期生／日本会議会員
趣味：温泉・風呂好き長風呂／マッサージ（する方）
家族：娘（小学生）／ サビ猫（野良猫を保護）

発
行
元  

日
本
維
新
の
会 

埼
玉
県
総
支
部
／
埼
玉
県
維
新
の
会

日本維新の会
機 関 紙 号 外
2017 年３月 31 日

・近隣自治体一体となった観光ツアー、移住促進
CCRC型特養老人施設、データセンター等の誘致
による地元産業への波及効果を確保し、地域経済
を底上げ

・情報通信分野裾野企業の事業所開設で、雇用を
創出、法人市民税、固定資産税の１％増

飯能の中小企業
ネットワーク・産業誘致

・学校選択制で指導力、学力へ経営努力を促し、
公教育を引き上げ

・クーポン導入で民間参入増、放課後に良質な教
育サービスを拡大

・教員資格者を配置し部活や会議、事務を分担、
教員は教育に専念

・教員評価に子供や親等の第三者評価を導入、頑
張る教員を応援

教育改革

ご紹介します！

坂井委員はこんな人

坂
さ か い

井えつこさんを

飯能市政委員に
任命しました。

えらばれる街「飯能」



生
産
年
齢
人
口
は
多
い
も
の
の
、
今

後
一
気
に
高
齢
化
が
進
行
し
ま
す
。

現
在
の
高
齢
化
率
で
も
、
余
波
が
市

の
予
算
で
見
え
て
お
り
、
税
収
自
体

が
低
落
傾
向
、
市
の
預
金
で
あ
る
基

金
残
高
は
減
る
一
方
で
、
借
金
で
あ

る
市
債
は
借
金
返
済
よ
り
新
規
借
り

入
れ
が
多
く
、
財
政
の
硬
直
化
が
進

み
ま
す
。

　
既
に
財
政
力
指
数
と
い
う
、
自
治

体
の
収
入
と
地
域
で
の
需
要
額
で
出

す
数
値
、
１
を
超
え
れ
ば
優
良
、
財

源
に
余
裕
が
あ
る
と
い
え
ま
す
が
、

飯
能
は
０
・
79
と
か
な
り
不
足
し
て

い
ま
す
。
国
や
県
等
の
財
源
が
な
い

と
回
ら
な
い
。
こ
れ
は
家
計
で
考
え

れ
ば
親
か
ら
の
仕
送
り
に
頼
る
状
態
、

か
な
り
危
険
で
す
よ
ね
。

　
経
常
収
支
比
率
と
い
う
数
値
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
自
治
体
の
予
算
に

柔
軟
性
が
あ
る
か
、
つ
ま
り
何
か
新

規
に
や
ろ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
自

前
の
財
布
で
対
応
で
き
る
か
が
示
さ

れ
ま
す
。
70
％
台
が
健
全
な
状
態
で

す
が
、
飯
能
は
な
ん
と
91
％
以
上
。

人
件
費
や
福
祉
関
連
費
、
借
金
返
済

な
ど
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
経
費
（
義

務
的
経
費
と
い
い
ま
す
）
に
、
予
算

の
９
割
以
上
が
使
わ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
１
割
足
ら
ず
し
か
使
い
道
を
選
べ
な

い
の
で
、
平
成
28
年
度
予
算
の
主
な
新

規
事
業
は
小
粒
に
。
消
滅
可
能
性
都
市

と
指
摘
さ
れ
る
の
も
道
理
で
、
発
展
可

能
性
都
市
だ
と
行
政
が
自
己
宣
言
し
て

も
、
人
口
増
の
具
体
策
に
予
算
を
割
け

ね
ば
意
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
、
飯
能
市
は
財
政
健
全

化
計
画
で
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た

が
、
悪
化
の
一
途
で
す
。
他
自
治
体

で
改
革
端
緒
で
あ
る
民
間
活
用
も
不

十
分
、
お
役
所
仕
事
の
民
間
解
放
で

あ
る
指
定
管
理
者
制
度
も
市
の
関
連

団
体
ば
か
り
で
す
。
支
出
を
減
ら
す
、

事
業
の
見
直
し
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、

方
向
性
も
疑
問
が
残
り
ま
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
公
共
事
業
入
札
の
高

額
に
張
り
付
い
た
競
争
性
課
題
放
置

の
結
果
、
土
木
関
連
の
費
用
は
他
自

治
体
に
比
べ
て
割
合
が
高
い
で
す
。

　
市
民
負
担
は
増
え
る
中
、
職
員
、

議
員
、
市
長
ら
の
ボ
ー
ナ
ス
増
額
。

職
員
は
近
隣
自
治
体
に
合
わ
せ
て
増

額
と
、
こ
れ
で
は
市
民
目
線
と
言
え

る
で
し
ょ
う
か
。
予
算
説
明
で
も
ど

う
無
駄
を
省
き
、
市
民
の
税
金
を
大

切
に
使
う
か
が
感
じ
ら
れ
ず
、
過
去

か
ら
の
事
業
の
継
続
と
大
規
模
事
業

ば
か
り
で
す
。

　
飯
能
の
魅
力
低
下
は
著
し
く
、
公

示
地
価
、
基
準
地
価
の
総
平
均
、
平

成
18
年
約
11
万
円
／
㎡
が
約
９
万
円

／
㎡
と
２
割
減
っ
て
い
ま
す
。
西
武

池
袋
線
沿
線
の
平
均
地
価
約
34
万
円

／
㎡
、
八
高
線
沿
線
の
平
均
地
価
約

11
万
円
／
㎡
を
下
回
っ
て
お
り
長
期

低
落
傾
向
、
魅
力
あ
る
市
政
、
街
づ

く
り
が
で
き
て
い
な
い
証
拠
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
お
役
所
運
営
経
費
、
職
員
給
与
や

市
長
、
議
員
の
報
酬
は
、
大
手
企
業

中
心
の
給
与
比
較
が
前
提
で
あ
り
、

市
民
の
給
与
水
準
よ
り
か
な
り
高
い

で
す
。
職
員
給
与
平
均
は
600
万
円
弱

で
す
が
、
埼
玉
県
民
の
平
均
所
得
は

300
万
円
弱
。
公
務
員
制
度
改
革
で
民

間
水
準
に
近
づ
け
る
こ
と
も
重
要
な

論
点
で
す
。
官
民
給
与
比
較
の
金
額

を
適
正
化
し
、
民
間
と
の
同
一
労
働

同
一
賃
金
を
達
成
す
る
た
め
に
、
原

因
の
大
企
業
年
収
比
較
を
県
民
平
均

年
収
と
職
種
別
に
変
え
る
と
ど
う
な

る
か
。
職
員
人
件
費
は
２
割
も
削
減

と
な
り
、
余
剰
は
保
育
教
育
ク
ー
ポ

ン
に
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ま
た
議
員
も
一
人
減
ら
す
だ
け
で
年

600
万
円
以
上
も
削
減
で
き
ま
す
。

　
市
長
の
給
与
に
つ
い
て
は
今
期
の

み
で
す
が
半
額
に
し
た
努
力
、
評
価

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
次

の
任
期
で
も
減
額
を
実
行
し
て
も
ら

う
こ
と
、
１
期
４
年
で
支
払
わ
れ
る

退
職
金
約
１
８
０
０
万
円
も
カ
ッ
ト

し
て
も
ら
え
れ
ば
ベ
ス
ト
で
す
ね
。

　
公
共
施
設
や
土
地
に
も
働
い
て
も

も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
。
低
利
用
な
も

の
は
、
民
間
に
定
期
借
地
権
を
用
い
、

企
業
や
福
祉
分
野
で
活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
が
可
能
で
す
。
市
民
の
利
用

ニ
ー
ズ
が
な
い
の
で
は
な
く
、
ニ
ー

ズ
を
作
り
出
す
力
が
必
要
で
す
が
、

提
案
公
募
な
ど
民
間
の
力
を
利
用
す

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
稼
ぐ
自

治
体
、
稼
げ
ば
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
で

還
元
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
交
通
不
便
地
域
に
つ
い
て
も
、
国

は
全
国
的
に
バ
ス
タ
ク
シ
ー
定
期
運

行
困
難
と
認
め
て
お
り
、
特
区
制
度

を
申
請
し
て
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
活
用
模
索
に
よ
る
、
魅
力
創

出
は
進
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
個
人

所
有
の
車
を
不
便
地
域
で
有
料
乗
り

合
い
可
能
に
す
る
ウ
ー
バ
ー
特
区
な

ど
、
提
案
は
様
々
出
て
く
る
と
考
え

ま
す
。
で
き
る
で
き
な
い
で
は
な
く
、

例
え
ば
報
道
し
て
も
ら
っ
て
飯
能
市

を
セ
ー
ル
ス
し
、
国
に
ど
う
実
現
さ

せ
る
か
道
筋
作
り
が
必
要
な
の
で
す
。

民
間
目
線
で
の
改
革
、
ス
リ
ム
化
や

飯
能
の
魅
力
創
造
な
ど
は
今
日
か
ら

で
も
出
来
る
は
ず
で
す
。

　
財
政
構
造
の
改
革
も
必
要
で
す
。

収
入
以
上
の
予
算
を
組
ま
な
い
と
い

う
、
収
入
と
支
出
を
均
衡
さ
せ
る
よ

う
財
政
規
律
を
守
っ
て
、
次
世
代
へ

つ
け
を
回
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
事

業
の
見
直
し
も
民
間
委
託
や
近
隣
区

市
と
共
同
運
営
、
費
用
対
効
果
で
廃

止
等
、
事
業
効
率
化
で
借
金
と
利
息

へ
の
税
金
浪
費
を
削
減
し
ま
す
。
予

算
や
条
例
の
検
討
過
程
を
市
民
に
公

開
し
、
事
業
の
妥
当
性
を
明
確
化
し

て
説
明
責
任
と
透
明
性
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
の
関
連
団
体
、
い
わ
ゆ
る
外
郭

団
体
の
廃
止
も
必
要
で
す
。
役
所
か

ら
出
資
・
補
助
金
、
人
員
派
遣
を
受
け
、

市
の
業
務
を
お
こ
な
う
団
体
で
す
が
、

既
に
民
間
で
担
い
手
は
多
々
、
民
間

で
で
き
る
も
の
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。

民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
で
、
が

第
一
で
す
ね
。

　
入
札
制
度
の
改
革
も
必
要
で
す
。

落
札
価
格
を
下
げ
る
た
め
に
は
、
競

争
性
の
な
い
随
意
契
約
を
ゼ
ロ
に

し
、
一
般
競
争
を
原
則
化
、
不
正
を

調
査
す
る
外
部
監
査
を
導
入
す
れ
ば

チ
ェ
ッ
ク
が
効
率
よ
く
進
み
、
不
正

を
防
止
し
、
問
題
業
者
に
は
指
名
停

止
や
罰
金
等
対
策
も
可
能
と
な
り
ま

す
。
他
に
も
何
度
で
も
よ
り
安
い
価

格
で
入
札
を
繰
り
返
す
こ
と
が
で
き

る
競
り
下
げ
方
式
な
ど
、
割
高
な
役

所
の
調
達
価
格
を
競
争
で
市
場
価
格

ま
で
減
額
す
れ
ば
、
財
源
が
出
て
く

る
の
で
す
。
本
来
の
「
事
業
仕
分
け
、

お
役
所
仕
分
け
」
が
必
要
な
の
で
す
。

れ
が
先
生
の
指
導
力
、
学
校
設
備
に

関
心
を
持
ち
、
塾
を
前
提
と
し
な
い

学
力
習
得
、
私
立
と
同
じ
く
経
営
努

力
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
教
育
関
連
の
予
算
に
つ
い
て
も
、

民
間
を
活
用
し
た
見
直
し
が
可
能
で

す
。
公
教
育
の
課
題
を
解
決
す
る
上

で
、
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
や
ク
ー
ポ
ン

と
い
う
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
た
、
低
コ
ス
ト
か
つ
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
導
入
な
ど
で
す
。

　
学
童
の
実
施
時
間
で
は
間
に
合
わ

な
い
た
め
に
塾
へ
行
く
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
職
場
と
の
距
離
に
よ

り
ま
す
が
、
例
え
ば
都
内
で
共
働
き

で
あ
れ
ば
、
延
長
を
用
い
て
も
保
護

者
に
よ
る
時
間
内
の
迎
え
対
応
は
困

難
で
す
。
民
間
が
個
別
に
や
っ
て
い

る
夕
方
以
降
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
こ
の

ク
ー
ポ
ン
を
用
い
て
活
用
で
き
れ
ば
、

移
動
を
繰
り
返
さ
ず
に
済
み
、
コ
ス

ト
も
時
間
の
無
駄
も
減
ら
せ
、
子
ど

も
の
遊
び
、
勉
強
に
時
間
が
充
て
ら

れ
ま
す
。
外
部
の
指
導
員
を
教
員
と

し
て
認
め
る
制
度
も
出
来
ま
し
た
の

で
、
土
曜
や
放
課
後
を
利
用
し
、
外

部
人
材
を
活
用
し
て
部
活
や
勉
強
を

習
慣
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
子
育
て
中
の
女

性
の
社
会
復
帰
を
後
押
し
す
る
こ
と

も
出
来
ま
す
。

　
学
校
教
員
の
繁
忙
を
防
ぐ
こ
と
も

喫
緊
の
課
題
で
す
。
会
議
や
書
類
作

成
、
部
活
動
な
ど
長
時
間
勤
務
の
実

態
は
、
残
業
代
と
い
う
概
念
が
な
い

こ
と
や
、
情
熱
・
熱
意
が
優
先
さ
れ

る
な
ど
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
通
じ
る

体
質
と
い
え
ま
す
。
ま
ず
は
、
優
先

度
の
低
い
定
例
会
議
や
業
務
、
書
面

作
成
を
な
く
し
、
実
務
も
専
門
の
要

員
を
配
置
し
て
教
育
に
専
念
で
き
る

体
制
が
必
要
で
す
ね
。

　
ま
た
熱
意
で
が
ん
ば
る
教
師
が
、

余
計
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
肩
身
が

狭
く
な
る
現
場
も
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
へ
最
善
の
教
育
を
提
供
す
る
教
師

が
報
わ
れ
る
、
閉
じ
た
評
価
で
は
な

い
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
意
見
も

加
味
し
た
第
三
者
評
価
制
度
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
子
ど

も
に
真
っ
直
ぐ
目
を
向
け
る
教
育
が

100
％
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
促
せ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
屋
内
外
を
問
わ
ず
、
い
ま
だ
タ
バ

コ
に
よ
る
受
動
喫
煙
は
な
く
な
り
ま

せ
ん
。
公
共
施
設
や
公
共
交
通
機
関

で
は
、
禁
煙
が
大
半
と
な
り
ま
し
た

が
、
路
上
や
屋
内
の
集
客
施
設
で
は

不
完
全
な
分
煙
の
実
態
が
あ
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
目
前
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ト
や
観
光
客
誘
致
に
力
を
入
れ
た
い

飯
能
市
で
あ
れ
ば
、
先
進
国
の
Ｗ
Ｈ

Ｏ
タ
バ
コ
規
制
枠
組
み
条
約
を
完
全

履
行
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
施
都
市
基

準
を
満
た
し
て
当
然
な
の
で
す
。
こ

の
タ
バ
コ
規
制
基
準
は
、
日
本
で
は

健
康
を
損
な
う
可
能
性
と
い
う
表
現

で
す
が
、
海
外
で
は
健
康
を
害
す
る
、

寿
命
を
縮
め
る
と
い
う
も
の
で
、
子

ど
も
な
ど
毒
物
感
受
性
の
高
い
世
代

に
は
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省
が
、

健
康
増
進
法
を
改
め
、
子
ど
も
の
い

な
い
バ
ー
ス
ナ
ッ
ク
を
の
ぞ
き
、
必

要
な
措
置
を
義
務
化
、
全
面
禁
煙
を

と
い
う
こ
と
も
出
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

　
飯
能
市
は
、
タ
バ
コ
の
受
動
喫
煙

対
策
は
非
常
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
所

沢
市
に
は
路
上
喫
煙
防
止
条
例
が
、

狭
山
市
に
は
路
上
喫
煙
禁
止
地
区
指

定
が
あ
り
ま
す
。
行
田
市
で
は
禁
煙

治
療
の
助
成
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
人
口
の
減
少
を
進
め
な
い
以

上
、
対
策
は
な
い
に
等
し
い
で
す
。

路
上
喫
煙
防
止
は
、
人
口
過
密
の
都

会
の
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
住
宅
地

や
郊
外
の
駅
近
郊
で
も
対
応
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
自
治

体
の
本
気
度
の
現
れ
で
す
。
飯
能
市

に
は
タ
バ
コ
へ
の
取
り
組
み
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
タ
バ
コ
税
は
貴
重
な
税
収
と
も
言
わ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
販
売
業
者
と
行
政

の
意
見
。
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
は
も

ち
ろ
ん
、
喫
煙
者
で
も
モ
ラ
ル
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
い
る
人
は
、
そ
う
は
言
い
ま

せ
ん
。
自
治
体
経
済
に
配
慮
と
い
う
考

え
は
、
１
９
７
０
年
代
公
害
問
題
が
ひ

ど
か
っ
た
時
の
「
経
済
調
和
条
項
」
と

同
じ
く
、
経
済
や
税
収
優
先
で
は
環
境

問
題
が
長
引
き
ま
す
。

　「
健
康
３
倍
は
ん
の
う
」
で
あ
る
た

め
に
は
、
生
活
の
質
を
損
な
い
、
循

環
器
疾
患
な
ど
リ
ス
ク
の
高
い
タ
バ

コ
に
対
し
対
策
が
必
要
で
し
ょ
う
。

所
沢
市
で
は
路
上
に
禁
煙
の
マ
ー
ク

を
貼
っ
て
い
ま
す
し
、
よ
り
厳
し
い

自
治
体
で
は
、
過
料
と
い
う
罰
金
を

設
け
て
、
一
気
に
受
動
喫
煙
撲
滅
に

動
い
て
い
ま
す
。
モ
ラ
ル
マ
ナ
ー
で

は
対
応
が
進
ま
な
い
部
分
に
つ
い
て

は
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
条
例
制

定
、
喫
煙
者
を
減
ら
す
禁
煙
治
療
助

成
制
度
創
設
な
ど
、
住
ん
で
健
康
に

な
る
自
治
体
、
飯
能
に
し
た
い
で
す

ね
。
子
ど
も
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
健
康
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
な
の
で
す
。

　
飯
能
市
は
、
深
刻
な
財
政
悪
化
が

進
行
中
で
す
。
ま
ず
人
口
減
少
傾
向
。

実
は
加
え
て
年
少
人
口
が
少
な
く
、

・市業務の民間解放と見直し、関連団体廃止
で人員と経費を削減

・職員給与平均は６００万円弱を埼玉県民の平
均所得３００万円弱を基準に

・市長退職金約１８００万を貴重な財源として確
保の提案

身を切る改革

・路上喫煙禁止条
例、禁煙治療助
成等、ルールによ
る公害対策を

健康３倍はんのう


